
要旨　和紙は古来より日本社会の生活に深く根ざし，独自の文化を支えてきた。しかし，日本社会の洋式化が進むに従い和紙の需要も減退し，原料の一つである楮の生産は現在，危機に瀕している。国内の楮生産量はこの三十年で15％ほどに落ち込んだ。楮栽培の主な担い手は70～80歳代の後期高齢者という状況にある。　それに応じ，楮の原料商はタイ，中国，パラグアイなどから輸入を増やしており，海外産の楮によって数量確保がなされている。但し，各国ともに経済発展の影響による生産コストの上昇などにより，今後も安泰とは言い難い。　いまひとつの課題は，楮の皮たくりの人手不足にある。楮の甘皮をはぐこの作業は，和紙の風合いを出す重要な工程であり，その分手間がかかる。これまで多くの産地では，地域コミュニティに支えられて行われていたが，限界集落化に見られるようなコミュニティの衰退によって，人手が集まらない状況にある。　和紙需要の低迷，動物による楮の食害，楮加工の多大なる手間に鑑みると，農家にとり楮栽培は収益源として魅力がなく，抜本的な対策が取られないままでは新たな担い手は見込めない。
CSV（Creating Shared Value）運動から，楮流通を含む和紙文化の支援において企業の役割にも期待がかかる。
Keywords　和紙，楮，皮たくり，CSV
１．はじめに　2014年11月27日「和紙　日本の手漉和紙技術」がユネスコの無形文化遺産に登録され，一四〇〇年続く伝統工芸に脚光が当たっている。紙は多くの国で印刷や書写のために使われる。一方日本では，紙はさらに生活の中に融け込み，建築物の一部として障子，襖，屏風に，あるいは衣服として，さらには竹と組み合わせることにより団扇，扇子，灯りといった生活用具として取り扱われてきた。このことが日本は紙の国と言われる由縁であろう１。洋紙や機械漉き和
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１  黒船で有名なペリーは日本に滞在中，手工技術の発達に驚嘆し「日本の木と竹と紙の生活文化」を海外へ紹介した（Perry,1856）。またプロイセンのオイレンブルクは「紙の用途がこの国より広い所はおそらくどこにもないだろう」（Eulenburg,1864,p89）と和紙の発達に驚嘆している。



新潟大学　経　済　論　集紙の普及によって，日本における手漉和紙の使用も減少の一途を辿るなか，紙漉き職人や関連団体の努力によって，和紙は多様な用途を提示し続けて，現代の生活者への浸透を図っている。　他方，和紙の振興にあたっては，原料の生産，流通にも目を向けねばならない。和紙の原料は楮，三椏，雁皮といった靭皮繊維である。特に楮は主原料として取り扱われ，古くは紙の技術に着目した聖徳太子により，その栽培が奨励されたことが記録に残っている（Hunter,1936）。以降，日本各地で栽培が行われるようになり，紙漉きの技術も培われていった。平安時代の律令の施行細則である『延喜式』（九二七年）には，二十五カ国から紙の原料（紙麻）を納めさせた記述も残る。楮は江戸時代にあっては「四民とも暫くもなくて叶わざる日用第一の品物なり」と言われた「四木三草」 ２の一つに挙げられていた（佐藤・大石，1995）。　しかし，日本社会への洋式生活文化の浸透により，障子や襖など和紙の需要が減退していくと，楮の生産にも翳りが見えてくるようになった。原料不足は和紙業界の悩みの種となっている。和紙産地の多くが今後入手したい情報として，国内や海外の原材料に関する情報を挙げている（伝統的工芸品産業振興協会，2007）。本稿は日本文化の基底を支えてきた和紙の将来を計る基礎資料として，筆者が実施した楮の生産，商流に関わる実態調査を報告するものである。調査は公刊資料による文献調査とともに，生産，商流の現場への聞き取りを実施することによって行われた。
２．楮の生産・商流の状況把握崖全国レベルならびに輸入楮の現状崖　図１は国内における楮の収穫量の推移を表している。1975年から1985年にかけて収穫量は半減し，さらに1995年までの10年間で三割近く減少している。その後は直近までなだらかに減少し，この40年で収穫量は８％にまで衰微している。国産和紙原料の生産に関する公式統計はなく，データは生産者の自己申告によって集計されており，これは大まかな数値ではある。しかし，生産者の楮離れの急速な進展が窺える。　この原因のひとつは，和紙の需要の減退にある。日常生活における和紙の利用機会の減少は著しい。それにともなって，手漉き和紙の生産戸数も40年前に比べ半減している３。この状況を打開すべく，和紙業界では現代人のライフスタイルに適合した商品の開発，新用途の探索，生活者との交流の機会を増やし，対応にあたっている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２   四木は茶，桑，漆，楮，三草は麻，紅花，藍を指す。３   1976年に636戸あった手漉き和紙生産戸数は，2007年には301戸に減少した（全国手すき和紙連合会調べ）。



タイ産楮について　さらに，低価格を望む使い手の要求により，外国産原料の利用が進んでいることも，国内の楮生産を減退させている一因と言われる。日本特用林産振興会は，国内の流通の半数は外国産原料であると指摘する（2014年時）。また日本特産農産物協会の調査では，白皮換算で流通の八割が外国産原料と指摘するむきもある（2006年時）。　和紙の生産コスト抑制のために外国産楮が本格的に輸入されるようになったのは，1975年のタイ産が始まりだという（柳橋・宮崎，1986）。1950年代以降，原料受給のできない和紙産地が増え，高知県が原料供給の主産地として位置づけられてきた。その状況に依存するなか，1975，
1976年と高知県を連続して襲った台風が楮の不作を招き，原料価格高騰の対策としてタイ産楮の輸入拡大へと繋がったと言われる（土佐楮生産技術調査委員会，2005）。　輸入が始まった頃のタイ産楮は油脂分が多く，アルカリ性の強い苛性ソーダで煮ても不純物が除去し切れないなど粗悪であり，日本産原料の脅威にはならないと思われていた。その後，日本の和紙関係者による現地指導もあり，採取方法や加工方法に改良が加えられ，1980年代半ばには品質向上が図られた。但し，油脂分の課題は残っている。この改善のため，日本の楮苗を現地に移植してきたが，土質の影響を受け油脂分の多い原料であることに変わりはない。日本特用林産振興会の調べによれば，現在のタイ産楮は1,500円／kg程度で購入されており，国内の機械漉き和紙のほとんどで利用されているとされる。書道用紙や伝統的な上質紙には使えないが，もともと木材パルプを混入していたような障子紙や厚紙などには，それほどさしつかえない（柳橋・宮崎，1986，p５）。国内産のハイクラスの楮は白皮の状態で4,000～5,000円／kgで取引されており，タイ産楮はコスト効率のよい原材料であろう。但し，タイでは農村部の貧
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（t） データ出所：日本特産農産物協会　
図１．国内における楮の収穫量の推移（1975～2012）*黒皮換算



新潟大学　経　済　論　集困対策も進みつつあり，手間賃の底上げに繋がっている。その影響も手伝って楮の価格は，毎年値上げが続いているという。
中国産楮について　平成に入ると中国にも，日本から楮の優良苗が持ち込まれ栽培されている。山東省産は品質も日本国内と同等と言われている４。展開当初は安い人件費により，コストパフォーマンスも高かった。しかし，山東省は近隣の天津，江蘇省とともに，1980年代以来工業化が進んだ影響で，人件費は全国平均より高い傾向にある。経済発展を急ぐ中国にあって，人件費のさらなる高騰が懸念される。以下の統計データから，山東省の労働人口と収入の状況を確認する。
　直近の山東省の産業別労働人口と比率の推移を確認すると，徐々に第二・第三次産業へシフトしているのが分かる。次に中国全体の業界別年間平均収入の推移と山東省，ならびに楮の産地である肥城市における同様の統計データを比較してみる。なお，肥城市の統計データは2009年まで確認可能であるため，その上部自治体である泰安市のデータを補足した。
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表１　山東省の産業別労働人口と比率の推移山東省の産業別労働力数量と比率の推移労働力の合計（16歳以上，収入有，失業者除く） 2015年2014年2013年2012年2011年2010年2009年2008年

6,6336,6076,5806,5546,4866,4026,2946,188
1,9362,0232,0862,1682,2122,2732,2972,314第一次産業
2,3382,2942,2702,2452,1862,0872,0141,956第二次産業
2,3312,2892,2242,1412,0882,0421,9831,919第三次産業
29.60%30.70%31.70%33.08%34.10%35.51%36.50%37.39%第一次産業
35.20%34.70%34.50%34.26%33.70%32.60%32.00%31.60%第二次産業
35.20%34.60%33.80%32.67%32.20%31.90%31.50%31.01%第三次産業 労働人口の単位は万。『中国統計年鑑』と『山東省統計年鑑』の各年版より整理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４   今回実施した関係者への聞き取り調査によれば，山東省産の輸入楮の８割は福井や新潟の紙漉き職人に渡るという。



　全国的に全業種の平均収入は伸び続けている。その中にあって第一次産業の平均収入は他業種に比べて一万～二万元ほど低い。一方，山東省と泰安市ならびに肥城市に目を向けると，第一次産業の平均年収は他業種に比べても遜色なく，収益性を有す。これらのデータに鑑みるに，当地において日本のように離農が本格的に進み，農業の担い手が欠乏していくことは当分先であろう。但し，人件費の向上はより進むことが予想される。
パラグアイ産楮について　近年輸入楮にあって新たに注目されているのは，パラグアイ産である。優良産地である八女の楮苗を同地出身者が十年前よりパラグアイへ移植し，栽培指導を行っている。パラグアイは四季のある国であり，気候条件は日本と類似していることから，楮の育成に適していると言われる。またパラグアイの農業を支えてきた日系移住者も栽培に関わり，市場関係者から品質は日本産に近くなりつつあると判断されている。但し現地の人件費は安いとは言えず，近年の円安の影響により価格の高騰が懸念されている。　さらに特記すべきリスクは，パラグアイと日本を結ぶ楮の商流を，個人が担っているということである。そのパイプが途絶えれば，パラグアイとの商流は機能しなくなる。2015年度に入
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全国の業界別年間平均収入の推移

2015年2014年2013年2012年2011年2010年2009年2008年
28,35625,82022,68719,46916,71714,35612,560農 ・ 林 ・ 牧 ・ 水産業
51,36946,43141,65036,66530,91626,81024,404製造業
45,80442,07236,48332,10327,52924,16121,223建築業
37,26434,04431,26727,48623,38220,86019,321飲食業

51,00340,55839,61731,29028,32924,14321,88419,387農 ・ 林 ・ 牧 ・ 水産業
48,51945,51941,20236,83332,06927,77323,93021,340製造業
47,88144,67540,11833,66731,10125,80723,22220,395建築業
39,72337,61537,06829,52825,92621,81019,56817,646飲食業 泰安市の業界別年間平均収入の推移
62,34752,12045,22739,13732,26323,70818,23618,200農 ・ 林 ・ 牧 ・ 水産業
45,27441,67738,18932,15728,08525,95817,19515,735製造業
44,66743,60439,30835,09739,93132,68517,22115,532建築業
40,47744,16339,89435,30830,82320,06517,22116,207飲食業 肥城市の業界別年間平均収入の推移

22,41218,338農 ・ 林 ・ 牧 ・ 水産業
17,99112,518製造業
18,47615,656建築業
13,11511,406飲食業

表２　中国全土・山東省・泰安市・肥城市の業界別年間平均収入の比較

数値の単位は元。一円＝約0.05元『中国統計年鑑』と『山東省統計年鑑』の各年版より整理



新潟大学　経　済　論　集り，その懸念が現実的なものとなった。日本の窓口であった高知の原料商に，パラグアイ楮が入ってこなくなったという。原因は明らかにされていないが，2015年夏の時点で，パラグアイ産の楮は日本に流通していない状況にある。
輸入依存への警鐘　幾つかの輸入楮の現況について概観をしてきた。コスト調整の観点からすれば，より安い輸入楮を求めるのも一理ある。しかし，それによって国内の楮の生産が減少の一途をたどる果てに消えゆき，市場に流通する楮が外国産のみになると，原料からもたらされてきた風合いが薄れることになる。それによって，あらゆる産地の和紙はほぼ同質となり，特徴が失われゆくことに，三十年前から警鐘が鳴らされてきた（柳橋，1983）。　以上，国内における楮生産の概況と輸入楮についてまとめてきた。次に実地調査によって，より詳細な実態を把握する。実地調査対象は高知産の楮である。高知県産楮（土佐楮）は土佐和紙だけでなく，全国の紙郷に供給されてきた（久米，2012）。表３に示すとおり，高知県は生産量全国一を誇り，国産楮の３割は同県で生産されている５。
３．楮の生産・商流の状況把握害土佐楮の現状害　高知では聖徳太子の治世からすでに，楮の生産が盛んであった。土佐楮は品質の良さから，全国へ流通されてきた。江戸時代初期になると，土佐藩による殖産興業の一環で，楮栽培の奨励と御用紙としての保護が契機となって大いに発展した。さらに江戸末期から明治にかけては，製紙家・吉井源太による技術指導によって，飛躍的に生産が伸びた６。高知県は楮栽培の適地であったことも手伝っていた。　楮は温暖な気候で，風通しよく南向きの日照のよい排水性に優れた土壌を好む。高知は正に，楮栽培の適地である。楮は三月までに定植された後，落葉する十一月下旬から一月下旬までに
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表３　楮生産量上位県（平成24年度実績）生産量（t,なぜ皮換算）生産量（t,黒皮換算）都道府県名

11.2620.28高　知
 5.8910.60茨　城
 5.28 9.50宮　崎
 3.06 5.50新　潟
 2.36 4.24岐　阜 データ出所：日本特産農産物協会　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５   伝統的工芸品産業振興協会によれば，その割合は40～45％に達しているともいう。６   戦後最盛期の生産数は1953年の2421トン（黒皮換算）（土佐楮生産技術調査委員会，2006）



収穫される。傾斜地で畔栽培が行われ，こんにゃくと一緒に生育がなされてきた。楮はこんにゃくの肥料をもらって大きくなり，夏の日射しの強い時には楮の葉が日光を防ぐという，相互に助け合う関係（柳橋・宮崎，1986，p８）だという。また，楮の根が土止めの役割を果たし，崖を守る効果もあった。　図２は土佐楮の産地を示している。主産地は山間部に位置している。今回インタビューを行った原料商によれば，水系によって楮の特性も異なるという。高知には吉野川，仁淀川，四万十川の水系がある。図２に示される縦線は吉野川水系，横線は仁淀川水系，格子線は四万十川水系の地域を示す。吉野川水系に位置する産地の楮は強靭な障子紙に適する。仁淀川水系は繊維が均質であり，タイプライターなどの記録紙に活用されてきた。とりわけいの町産は高品質として認識されている。また同町の吾北村地区は1970年代以降，高知最大の生産量を誇っている。四万十川水系は衰微していたものの，近年は行政のテコ入れもあり，シティ・プロモーションの一環として復活しつつある。黒潮町の若山楮がそれにあたる。手漉き和紙業者は，県内十市町村で産出される楮を用途によって使い分けてきたが，今は量の確保が難しくなされていないという。

　生活文化の洋式化による和紙需要の減退，ならびに1970年代に続いた台風の災禍は楮の輸入を促進し，国内産楮の需給構造に負の影響を及ぼした。価格の低迷も招き，産地山間部の過疎化と従事者の高齢化も手伝って，栽培放棄に拍車をかけた。1991年には高知県の年間生産は100トンを割り，現在に至るまで著しく減少し続けている。
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出所：高知県手すき和紙協同組合（2007），ならびに和紙関係者インタビューより作成　
図２．高知楮の主な産地



新潟大学　経　済　論　集　かつて楮生産と流通を支えてきた農協は，今ではほぼ楮を取り扱わなくなった。倉庫には集荷された楮が眠ったままという状態も見受けられるという。楮よりも他の農産品の方が収益性も高い。ましてや楮は出荷に際し，表皮をたぐるなど加工に手間がかかる。複合的な要因から，農協は楮を積極的に取り扱う理由を失いつつある。　図３は高知における楮の流通構造を示している。伝統的工芸品産業振興協会が2007年に発表した調査に基づき，今回のヒアリングの結果を加筆したものである。約十年前には農協は楮流通の主要なアクターのひとつであったが，既述のとおり今はもうその役割を担っていない。高知県で高知楮を取り扱う原料商は十軒ほどになり，うち五軒は量の確保のために外国産を入荷するようになっている。今回の調査で訪問した原料商はいずれもその問題に苦慮していた。個人経営で高齢化が進んでおり，近年は廃業者も増えている。家族に継がせることをためらう業者も見受けられた。
４．高知における楮生産と加工の課題　これまで土佐楮の商流に焦点を当ててきた。本章では楮の生産と加工について焦点を移す。高知における楮栽培では，収穫までの手間は草取り程度でほとんどかからない。かたや新潟をはじめとした寒冷地では雪を避けるため栽培期間が短く，成長を促すために肥料やり，草刈り，脇芽摘みが必要になる。高知は栽培期間が長く，こんにゃくとの兼作により肥料も要らない。また，台風に見舞われることを想定して，敢えて脇芽摘みをせず，密集度を高めることで楮の被害を少なくするのだという。　このように楮の栽培に手間はかからないものの，収入は少ない。一軒の農家の年間生産量は
20～30貫がざらであり，多くて50貫程度と言われる。この場合の収入は15万円程度となる７。よっ
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図３．土佐楮の流通構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７   一貫（3.75kg）あたり3,000円の計算



て他の業種や作物に比べて楮による収入はスズメの涙ほどである。このことから農業の担い手の中心である40～50代になり手はなく，実態は70～80代の高齢者が楮栽培を担っている。　いの町柳野地区は土佐楮の主産地であり，高知県の楮を約２割５分産出している。田中（2014）によれば，この地区における楮の栽培者は15名で，平均年齢は78歳となる。後期高齢者が楮栽培の主要な担い手である。高齢者と括られる年齢であっても，65歳～85歳の多くは健康状態にあるという（森田，2010）。但し，85歳を過ぎると過半数は医療や介護の対象となる。全国の楮栽培の担い手は，前述のとおり70～80歳代である。柳野地区にとどまらず，楮の主要な栽培者がここ数年で一挙に失われる可能性がある。　楮生産者の意欲を減退させる要因として，動物による食害の問題もある。全国的にシカやイノシシによって畑が荒らされる被害が相次いでいる。2014年に行われた『全国手漉き和紙青年の集い』新潟大会でも「楮栽培の鹿による食害」として，和紙業界における重要なテーマの一つとして取り上げられていた（越後生紙振興会，2014）。高知の山間部の産地では，楮畑の半分が食害によって失われたような農家もある。環境省の推計によると，全国のシカ生息数は261万頭（北海道を除く。2011年度）であり，2025年度には500万頭に増えると言われている。イノシシも11年度に88万頭に至っている。農作物の被害は全国で229億円（2012年度）であり，希少な高山植物を絶滅させる恐れもある８。イノシシは土を深く掘る習性があるため，楮の根を傷めてしまう。対策として畑に電気柵を張り巡らし，獣の侵入を防ぐ地域もある。しかし楮栽培は収入が少ないこと，高知では傾斜地での栽培のために柵の設営が難しく，対策に取りかかる農家はいないという。　食害への打開策として期待されるのが，2015年５月に施行された改正鳥獣保護法がある。この法律により，計画的に食害動物の捕獲を行う自治体に対し，ハンター雇用への補助がなされる。また捕獲した動物の食肉加工，販売を扱う民間企業などを認定し，そのビジネス参入の支援を行うものである。これらの対策により，2023年までにシカとイノシシの頭数の半減を目指している。但し，ハンターも高齢化しているため，楮産地での人員確保に課題が残る。　いまひとつの課題は楮の加工段階にある。手漉き和紙作りの工程は①楮の栽培，②原料の精製，③紙漉きの三段階に大別される。農家はこの①と②の工程を受け持っており，原料商は精製された楮を仕入れている。なお，新潟の門出，小国，富山の五箇山といった産地では，原料の確保や差別化のために川上の工程にも携わり，商流だけに頼らない体制で紙を漉いている。　加工段階でネックになっているのが②の原料精製である。この工程は次の五つの段階に分かれている。①楮蒸し（刈り取った原料の長さをそろえ，蒸し上げる），②木口たたき（蒸し上がった楮の端を木槌でたたいて皮を剥きやすくする），③楮はぎ（皮を剥ぎ取る），④楮干し（剥ぎ取った皮を天日で乾燥させ保存する），⑤楮たくり（皮の表面の黒皮部分を手作業で削り取る）。
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新潟大学　経　済　論　集　最近は幾つかの工程に機械を導入する産地もあるが，多くはまだ手作業で行われる。特に手間のかかる工程が楮たくりである。これには種々段階があり，黒皮を落としたなぜ皮，黒皮を落とし甘皮を少し残す六分へぐり，黒皮，甘皮を全て落とした白皮がある。さらに白皮を清流に晒し，品質を高めるのが本晒しである９。漉く紙に応じて使う皮は異なってくる。白皮にしようとすればするほど，手間がかかる。
　高知の原料商が農家に支払える手間賃は，白皮で一日千五百円から二千円である。皮たくりはある程度の作業空間が必要であり，大量の廃材が発生するために現代人の生活事情に合わなくなっている。このことも皮のたくり手の減りゆく要因である。課題は高知にとどまらない。多くの原料商や全国の紙漉き職人や組合が，この工程の人材確保に難航しており，対応に苦慮している。
５．調査のまとめと対策の方向性　これまで楮の需給状況の現状について把握してきた。国内の楮生産は青息吐息にある。それに伴い高知の原料商は海外産楮を輸入し，リスク分散を図っている。海外からはまだ充分な数量の楮を確保することができるだろう。但し，各国ともに経済発展の影響で，生産コストは上昇傾向にある。またタイにあっては政権の不安定性，中国にあっては共産党政権による重工業への産業シフトの促進も懸念される。パラグアイ楮の品質はよいものの，流通チャネルの細さが高いリスクを招いている。和紙の漉き手も国産と海外産の楮をブレンドすることにより，対応を図っているものの，高い品質が求められる用途においては，その要求に応え切れなくなるだろう。　新潟の門出和紙，小国和紙，富山の悠久紙など，良質な原料確保のために楮栽培に進出する
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図４．楮の皮たくりの様子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９   加工された楮の状態は地域によって呼称が違う



和紙生産組合もある。各生産組合ともに，生産方法の改善によって良質な楮を一定数確保するに至っている。しかし，これらの地域は寒冷地であり，先述のとおり栽培期間は短く，こまめな手入れが必要となり手間やコストもかかる。　さらに皮たくりの人手不足も見過ごせない。幾つかの楮の産地では地域活動の一環として，ボランティア募集や地域教育活動により，楮の皮はぎの人員確保に努めている。高知の若山楮の再生のように，自治体の継続的支援が見込めれば，維持も考えられる。しかし，残念ながら多くの産地では，地域コミュニティの衰退によって，このような試みも途絶えつつある。楮の皮たくりという一回限りの体験でなく「自然教育」，「地域ブランド活動」などストーリー性をもったホリスティックなプログラムを作らなければ継続は難しいだろう。さらに，楮の皮たくり機を導入することが考えられる。既述のとおり，皮たくりは手間のかかる作業であり，加工賃の低さも手伝って人手不足は深刻である。すでに幾つかの生産組合は皮たくり機を導入している。六分へぐり楮であれば，現状活用されている皮たくり機で対応しうる。但し，最終的には甘皮やキズの箇所の処理は人手による必要があり，改良品の投入も検討の必要があるという。楮生産者や和紙生産組合の多くは零細であり，重い負担である。そのため公的機関の補助や企業による技術，ノウハウの支援が望まれる。
CSVによる持続　近年注目されるCSV（Creating Shared Value）運動から，楮流通を含む和紙文化の支援において企業の役割にも期待がかかる。これは「企業が社会のニーズや問題に取り組むことで社会的価値を創造し，その結果，経済的価値が創造される」というアプローチである（Porter & Kramer，
2011）。企業の成功と社会進歩，自然環境の保護を事業活動を通じて結びつけることを目的としている。PorterたちはCSV実践にむけて①製品と市場を見直す②バリューチェーンの生産性を再定義する③企業が拠点を置く地域を支援する産業クラスターをつくる，という手法を提示している。　偏狭な資本主義観では，企業は利益を上げることで雇用，賃金，購買，投資，税金を支え，社会に貢献してきたとしている。しかし，社会を企業経営の枠外に置いてきた経営の在り方は，地域社会を犠牲にして利益を生み出してきた。企業には健全な地域社会が必要である。なぜならばそれは企業の経営にとり，人的資源や評判などといった重要な公共資産や支援環境を提供してくれる。このようにCSVの文脈において，企業は地域社会とパートナーシップを持つことが謳われている。　CSVは企業のブランド価値向上にも貢献しうる。ブランドは「商品と顧客の期待する便益や結果に結びつきがある」ことを与件とし，その認識の在り方をコントロールしていくことが重要である。ブランドをつくるには，人々が求める便益や結果を明確にとらえ，その認識をつくり，それを永きにわたって保持していくコミュニケーション活動に取り組まなければならない。言い換えれば，ブランド構築とは「コミュニケーション活動を通した意味づけと関係づけであ
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新潟大学　経　済　論　集り，強い絆の構築」（青木，2010）ということになる。ブランド価値構造の枠組みは図５に示すように，①基本価値，②便宜価値，③感覚価値，④観念価値の四つの価値によって構成されている。
　基本価値は製品品質そのものであり，この価値がなければブランドが当該カテゴリーの存在として成り立たないということである。便宜価値は商品の入手容易性，使用用意性を含む。感覚価値は商品が五感に訴える魅力であり，経験価値の一種である。経験価値とは個人が企業やブランドに接する際，実際に何かを感じたり感動したりすることによってその人の感性や感覚に訴える価値のことを言う。経験価値の領域には，SENSE（五感），FEEL（情緒），THINK（知的行為），ACT（行動），RELATE（他者との交流）がある。観念価値は商品そのものやコミュニケーションが表出する，ブランドの物語性のことを指す。　近年ブランド価値構造において注目されるのは，感覚価値と観念価値である。基本価値や便宜価値は技術の発達から，各社ともに高い水準の内容を提供しつつある。それを基調としつつ，とくに消費プロセスそのものが豊かな生活シーンを作ったり，自分のライフスタイルへの意味づけを行ったりすることのできる観念価値こそが，真の意味でもブランド価値なのである（和田，2012，p350）。企業が社会のパートナーとともに社会課題の解決に積極的に取り組むことは，その観念価値の向上にも繋がり，支持基盤を育むことにも繋がる。　和紙は日本文化の象徴である。地域に根ざす企業，世界展開を目指す企業いずれにとっても，事業活動と関連性を見いだせるのであれば，和紙のバリューチェーンに対して何らかの支援活動に携わることは，そのブランド価値や組織管理に有意な効用をもたらし得よう。
謝辞　本研究は朝日酒造株式会社より助成を頂戴し，円滑に遂行することができた。調査の過程では小林康生氏（越後門出和紙），今井宏明氏（小国和紙生産組合），宮本謙一氏（高知県工業技術センター）ほか多くの和紙関係者のご支援を頂いた。各地の取材の仲介，関連情報の提供には松井進一氏（公益財団法人こしじ水と緑の会理事），取材情報の整理には山崎義広氏，邢明
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図５．ブランド価値構造
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